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研究成果の概要（和文）：学校不適応の増加の背景として，児の社会的スキルの未発達が指摘されている。本研
究の目的は，社会的スキルの発達および学校適応に影響を及ぼす，幼児期から学童期にかけての育児環境の特徴
を明らかにすることである。幼児期より追跡調査を実施している3,314名の児を対象に，小学2年生，3年生，4年
生の時点で，自記式質問紙調査を実施した。就学前の社会経済状況と就学後の発達との関連を検証したところ，
世帯収入・両親の教育歴の低い児ほど社会的スキルが低く，問題行動のリスクが高かった。低い社会経済状況
は，育児環境の質の低下を通じて，社会的スキルの正常発達を阻害し，就学後の学校適応に負の影響を及ぼす可
能性に示唆された。

研究成果の概要（英文）：The underdevelopment of children’s social skills has been argued to 
increase their difficulties in adapting to school. This study aims to clarify the characteristics of
 the child-rearing environment, from infancy to school-age, as it influences social skills 
development and school adaptation. A self-administered questionnaire survey was conducted among 3,
314 children, for whom follow-up surveys have been run since infancy. The link between the 
socioeconomic condition prior to starting, and development after starting, school were examined. The
 lower the income of their household, and the lower the educational levels of their parents, the 
lower the social skills of children, and higher the risk of demonstrating problem behaviors. The 
results suggest that unfavorable socioeconomic conditions may hinder the normal development of 
social skills and have a negative effect on school adaptation, by lowering the quality of the 
child-rearing environment.

研究分野： 公衆衛生看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
幼児期から学童期にかけて，経年的に社会的スキルの発達および学校適応に影響する育児環境の特徴を明確化す
ることで，どの時期に，どの対象に，どのような育児環境が重要かといった，具体的な育児支援の根拠として活
用することが期待できる。また，本研究成果を元に，育児支援プログラムを開発する予定であり，社会的スキル
に着目した育児支援を通じて，学校不適応の防止に寄与することを目指している。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年の不登校，いじめなどの学校不適応の増加に伴い，児の社会的スキルの発達への関心が
高まっている。社会的スキルの発達に影響を及ぼす環境因子としては，日常的な児へのかかわ
り行動，家庭の社会経済的状況，家庭への社会的サポート，早期教育の機会，保育ケアの質な
どが挙げられる。社会的スキルの発達はそうした環境因子に働きかけることで介入可能であり，
子育て支援プログラムなどにおいて，有効性が実証されている。したがって，発達が十分でな
い児に対して支援を講じることは，生涯の社会適応に有効である。しかし，国内における知見
の蓄積は乏しく，社会的スキルの発達に影響する育児環境の特徴を明らかにすることは重要で
ある。特に，社会的スキルの発達に影響を及ぼす，日常的な児へのかかわり行動，家庭の社会
経済的状況，家庭への社会的サポートの特徴は，十分に明らかとなっていない。また，国内に
おける幼児期から学童期にかけての縦断調査は極めて少ないことから，幼児期から学童期にか
けての育児環境の特徴が，社会的スキルの発達および学校適応にどのように影響を与えている
のかは明らかとなっていない。 
 これまでの調査では，名古屋市内の 130 施設の保育所・幼稚園に在籍する 3,314 名の 5 歳児
とその養育者に，社会的スキルの発達と育児環境に関する縦断調査を実施し，幼児期における
社会的スキルの発達に関連する育児環境の特徴を明らかにしており，さらに，今後の小学校入
学後の追跡調査によって，そうした育児環境の特徴が，学童期以降の発達および学校適応にど
のように影響しているのかを明らかにしたい。本研究の成果により，社会的スキルの発達に影
響を及ぼす育児環境の特徴を明確化し，学校不適応の未然防止に向けた育児支援に寄与するこ
とを目指している。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，社会的スキルの発達および学校適応に影響を及ぼす，幼児期から学童期に
かけての育児環境の特徴を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 幼児期（5 歳）より追跡調査を実施している 3,314 名の児とその養育者を対象に，縦断的に計
5 年間に及ぶ量的調査を実施する。本研究における調査時期は，小学 2 年生（7 歳），3 年生（8
歳），4 年生（9 歳）の 3 時点であり，調査方法は，児とその養育者に対し，育児環境，社会的
スキルの発達，学校適応に関する自記式質問紙調査を実施した。経年的にそれらの状況を分析
することにより，社会的スキルの発達および学校適応に影響を及ぼす育児環境の特徴を明らか
にする。 
 
４．研究成果 
 本研究は，社会的スキルおよび学校適応に関連する様々な育児環境の特徴を明らかとした。
主な成果を以下に示す。 
1) 家庭の社会経済状況と児の発達との関連 
 就学前の社会経済状況と就学後の社会的スキルとの関連を分析したところ，世帯収入では，
収入の低い家庭の児ほど社会的スキルが低く，親の教育歴では，父母の教育歴の低い児ほど社
会的スキルが低かった（Hosokawa, 2018）。また，就学前の社会経済状況と就学後の問題行動との
関連を分析したところ，世帯収入では，収入の低い家庭の児ほど問題行動のリスクが高く，親
の教育歴では，父母の教育歴の低い児ほど問題行動のリスクが高かった（Hosokawa, 2018）。さら
に，社会経済状況と児の問題行動との関連のプロセスを検証したところ，低い社会経済状況は，
夫婦間の葛藤や養育態度などの育児環境の質の低下を通じて，児の社会的スキルの正常発達を
阻害し，就学後の学校適応に負の影響を及ぼしていることが明らかとなった（Hosokawa, 2017）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2) 親の養育態度および両親の関係性と児の発達との関連 
 親の養育態度と児の社会的スキルとの関連を検証したところ，一貫性のないかかわり，体罰
を伴うかかわりが多いほど，社会的スキルが低くなる一方，肯定的かかわり，積極的かかわり
が多いほど，社会的スキルが高くなる傾向がみられた（Hosokawa, 2018）。また，両親の関係性お
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図. 家庭の社会経済状況と児の問題行動との関連 
Note: ロジスティック回帰分析によりオッズ比を算出　*p<0.05 **p<0.01 ***p<0.001　　　　　　  　　　                Hosokawa & Katsura 2018 
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よび養育態度と社会的スキルの発達との関連を検証したところ，両親間の衝突を伴う関係性は，
negative な養育態度を介して，社会的スキルの発達に負の関連を示すとともに，養育態度を介
さずして，直接的にも発達に負の関連を示した。一方，両親間の建設的な関係性は，positive
な養育態度を介して，発達に正の関連を示すとともに，養育態度を介さずして，直接的にも発
達に正の関連を示した。 さらに，どのような両親間の関係性が児の発達に影響するかを検証し
たところ，物理的に攻撃する，話し合いことを拒否する，話し合いの機会を避ける，児を巻き
込む機会が多いほど，社会的スキルが低くなる傾向がみられた。 
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